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　伊方保育所は、旧保育所が老朽化のた
め、平成22年₃月に新築されました。
　木造平屋建ての建物は、木のぬくもり
が伝わる優しい造りとなっており、184㎡
の広さを誇る遊戯室は床暖房を完備して
います。
　平成23年₃月現在で62名の園児が通っ
ています。
　※電源立地地域対策交付金事業で建設

伊方町「伊方保育所」
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県
町
村
会
は
、
1
月
19
日
鬼
北
町
近
永

公
民
館
講
堂
に
お
い
て
「
平
成
22
年
度
第

4
回
全
員
連
絡
会
・
災
害
共
済
支
部
委
員

会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
白
石
会
長
、
上
村
副
会
長
、

清
水
監
事
、
髙
野
久
万
高
原
町
長
、
中
村

砥
部
町
長
、
稲
本
内
子
町
長
、
山
下
伊
方

町
長
、
阪
本
松
野
町
長
及
び
甲
岡
鬼
北
町

長
の
全
町
長
が
出
席
。

　

会
議
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

平
成
21
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　

①　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
基
づ
き

決
算
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

定
期
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

　
　

②　

㈶
全
国
自
治
協
会
愛
媛
県
災
害

共
済
支
部
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
基
づ
き

決
算
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

③　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
基
づ
き

決
算
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
及
び
本
会

会
費
の
分
賦
方
法
並
び
に
予
算
に
つ

い
て

　
　

①　

事
業
計
画

　
　

②　

本
会
会
費
の
分
賦
方
法

　
　

③　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
定
期
総
会

に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

④　

㈶
全
国
自
治
協
会
愛
媛
県
災
害

共
済
支
部
予
算

　
　

⑤　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑶　

本
会
第
64
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明

が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　
　

な
お
、
今
回
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
議
事
終
了
後
に
議
長
会
と
合

同
で
式
典
（
来
賓
祝
辞
）
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　

⑷　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
開
催
に

つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
は
松
前
町
で

開
催
す
る
こ
と
と
し
、
細
部
に
つ
い

て
は
正
副
会
長
に
一
任
さ
れ
た
。

　

⑸　

そ
の
他

　
　
　

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局
か
ら
の

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移
行
に

向
け
た
お
願
い
」
の
資
料
を
配
布
し

た
。

　

な
お
、
協
議
終
了
後
、
鬼
北
町
農
業
公

社
「
鬼
北
き
じ
工
房
」
ほ
か
を
視
察
し
た
。

鬼
北
町
で
開
催

第
４
回
全
員
連
絡
会　

町
内
視
察
も
実
施　

 

全
国
町
村
会
定
期
総
会

　
　

鬼
北
町
が
表
彰
さ
れ
る

　　

全
国
町
村
会
定
期
総
会
が
、
1
月
28
日

「
全
国
町
村
会
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

本
会
か
ら
白
石
会
長
、
髙
野
久
万
高
原
町

長
、
稲
本
内
子
町
長
及
び
事
務
局
長
が
出

席
し
た
。

　

総
会
は
、
平
山
次
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
は
じ
め
に
藤
原
会
長
（
長
野
県
川
上

村
長
）
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
次

の
各
来
賓
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

鈴
木
総
務
副
大
臣

　

原
口
衆
議
院
総
務
委
員
長

　

野
村
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長

　

次
い
で
、
表
彰
で
は
優
良
町
村
と
し
て

鬼
北
町
な
ど
51
町
村
や
４
，
３
７
７
名
の

自
治
功
労
者
の
方
々
が
、
そ
の
栄
に
浴
さ

れ
た
。

　

次
い
で
、
受
賞
者
代
表
謝
辞
の
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ
た
。

〈
議　

事
〉

1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

2　

全
国
町
村
会
規
約
の
一
部
改
正（
案
）

3　

会
務
報
告

4　

平
成
21
年
度
全
国
町
村
会
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
報
告

5　

平
成
23
年
度
全
国
町
村
会
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
報
告

　

協
議
終
了
後
、
講
演
に
入
り
、「
日
本
政

治
の
行
方
」
と
題
し
て
、
講
師
の
毎
日
新

聞
社
論
説
副
委
員
長
の
与
良
正
男
氏
か
ら

講
演
が
あ
っ
た
。
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◇
町
の
概
況

　

◦
人　

口　

１
１
，
９
９
１
人

　

◦
面　

積　

２
４
１
．
８
７
㎢

　

◦
産
業
別
就
業
人
口
構
成
比

　
　
　
　
　
　

1
次　

17
・
７
％

　
　
　
　
　
　

2
次　

24
・
７
％

　
　
　
　
　
　

3
次　

57
・
５%

　

◇
事
績
の
概
要

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
平
成
17
年
1

月
に
旧
広
見
町
と
旧
日
吉
村
が
合
併
し
て
、

新
生
「
鬼
北
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
合

併
後
6
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
合
併
以

来
、
鬼
北
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
森
が
す

く
す
く
、
川
が
い
き
い
き
、
人
が
元
気
」

～
自
然
満
足
都
市
き
ほ
く
～
を
基
本
と
し

て
、
す
べ
て
の
町
民
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ

に
満
ち
た
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
主
要
産

業
で
あ
る
農
林
業
の
担
い
手
不
足
や
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
若
者
か
ら
団
塊
の
世
代
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
の
人
達
の
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鬼
北
の
里
」
の

分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
第
1
期

分
譲
（
24
区
画
）
に
続
い
て
第
2
期
（
22

区
画
）
の
分
譲
中
で
す
が
、	

Ｕ
タ
ー
ン
者

や
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
移
転
費
の
支
援
を
行
う

な
ど
、
定
住
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
46
区
画
の
内

26
区
画
の
分
譲
が
決
定
し
、
徐
々
に
新
し

い
町
並
み
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
は
、
広
見
川
沿
い
に
広
が

る
農
林
業
の
町
と
し
て
第
一
次
産
業
に
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、
農
林
畜
産
物
の

価
格
低
迷
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の
中

で
、
新
し
い
地
域
の
特
産
物
を
掘
り
起
し

元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、「
き
じ
」
の
飼
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
飼
育
農
家
に
よ

る
飼
料
の
統
一
化
、
き
じ
肉
の
熟
成
工
程

の
確
立
、
旨
み
成
分
を
逃
が
さ
な
い
急
速

北
宇
和
郡
鬼
北
町
（
町
長
・
甲
岡
秀
文
氏
）
は
１
月
28
日
の
全
国
町
村
会
定
期
総

会
で
、
同
会
長
か
ら
優
良
町
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

鬼 北 町 長
甲　岡　秀　文 氏

　
「
森
が
す
く
す
く
、

　
　
　
　

川
が
い
き
い
き
、
人
が
元
気
」

�

　
～
自
然
満
足
都
市
き
ほ
く
～�

＝
鬼
北
町　

冷
凍
技
術
の
導
入
、
安
定
供
給
体
制
を
維

持
す
る
た
め
の
長
期
冷
凍
保
存
技
術
の
導

入
な
ど
の
研
究
開
発
を
重
ね
た
結
果
、
美

味
し
く
て
安
全
な
食
品
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、「
鬼
北
熟
成
き

じ
」
は
、
え
ひ
め
「
愛
」
あ
る
ブ
ラ
ン
ド

産
品
に
認
定
さ
れ
、
四
国
圏
内
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
東
北
、
関
東
、
関
西
、
九
州

な
ど
全
国
各
地
か
ら
注
文
を
受
け
る
ま
で

に
認
知
度
が
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
少
子
高
齢
化
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
官
と
民
が
一
体
と
な
っ
た

「
行
政
と
町
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
、
そ
れ
ら
の
行
政
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鬼北町の一大イベント「でちこんか前夜祭」

鬼北熟成きじ
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平成22年度 市町職員研修会実施要領
１　研修目的　　本年度事業計画に基づき、本県の同和

対策の推進を図るため、会員市町の管理
職員を対象に開催するものである。

₂　主　　催　　愛媛県人権協会
₃　日　　時　　平成23年1月25日（火）
　　　　　　　　　開　会　午後₁時00分
　　　　　　　　　閉　会　午後₃時30分（予定）
₄　場　　所　　愛媛県農業共済会館　₅階　会議室
　　　　　　　　　住所　松山市二番町₄丁目₄番地₂
₅　研修演題、講師、対象者
　　　◦演　題　﹁人の値打ちを問う﹂
　　　◦講　師　愛媛県人権啓発指導員　友田義一 氏
　　　◦対　象　市町管理職員（市₃人、町₂人）

　

市
町
職
員
研
修
会
を
開
催

　

愛
媛
県
人
権
協
会
（
事
務
局
・
愛
媛
県

町
村
会
内
）
で
は
、
1
月
25
日
愛
媛
県
農

業
共
済
組
合
連
合
会
に
お
い
て
「
市
町
職

員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
本
県
の
同
和
対
策
の
推
進

を
図
る
た
め
開
催
し
、
啓
発
映
画
「
人
の

値
打
ち
を
問
う
」
の
後
、
講
演
を
行
っ
た
。

講
師
は
、
愛
媛
県
人
権
啓
発
指
導
員
の
友

田
義
一
氏
で
演
題
「
同
和
問
題
と
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
」。

　

会
員
市
町
の
管
理
職
員
ら
42
人
が
出
席

し
た
。

第
４
回
定
例
会
を
開
催

県
町
村
議
長
会　

　

平
成
22
年
度
第
4
回
定
例
会
は
、
1
月

13
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
道
後

ゆ
づ
き
会
議
室
」に
お
い
て
開
催
。吉
村
会

長
、
早
瀬
副
会
長
、
原
上
島
町
議
長
、
田

村
久
万
高
原
町
議
長
、
土
居
砥
部
町
議
長
、

山
崎
内
子
町
議
長
、
村
尾
松
野
町
議
長
及

び
山
崎
鬼
北
町
議
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　
　

吉
村
会
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

次
の
と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

土
居
砥
部
町
議
長

　
　
　

山
崎
鬼
北
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
別
紙
（
省
略
）
に

よ
り
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
。

5　

協　

議

　

⑴　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
別
紙
「
決
算
書
」・

「
意
見
書
」（
省
略
）
に
よ
り
内
容
説

明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
、
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑵　

平
成
23
年
度
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、別
紙
（
省
略
）
に
よ

り
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
、
原

案
の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑶　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
別
紙
（
省
略
）
①

会
費
の
分
賦
方
法
②
予
算
案
③
会
費

の
納
入
時
期
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

平
成
23
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、別
紙
（
省
略
）
に
よ

り
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
、
原

案
の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑸　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
に
つ

い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
別
紙
（
省
略
）
に
よ

り
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑹　

第
62
回
定
期
総
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
別
紙（
省
略
）①
総

会
次
第（
案
）②
決
議（
案
）に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
、
定
期

総
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

議
事
終
了
後
に
県
町
村
会
と
合
同
で
式
典

（
来
賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
他

　

①　

四
国
地
区
議
長
会
研
修
会
に
つ
い

て

　

②　

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
見
直
し

に
係
る
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
対

応
に
つ
い
て

　

③　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　

④　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会

議
員
に
つ
い
て

　

⑤　

規
約
運
用
内
規
の
改
正
（
案
）
に

つ
い
て

　

順
次
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
し
た
。
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全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会　

副
会
長
に
上
甲
会
長
（
鬼
北
町
）
が
就
任
　

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
20

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
21
日
、「
全
国
町

村
議
員
会
館
・
会
議
室
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
関
係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約

70
人
が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
新
見
全
国
会
長
（
島
根
県
）

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
左
記
の
と
お
り

進
め
ら
れ
た
。

１　

議
長
選
出

　
　

北
口
北
海
道
会
長
を
選
出
。

2　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

3　

議　

事

日
程
第
1　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
1
年
間
の
会
務
の
状
況
を

報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
2　

承
認
第
1
号　
「
平
成
21
年

度
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
決
算
」

　
　

本
会
上
甲
会
長
が
監
査
結
果
を
報
告

し
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
3　

議
案
第
1
号　
「
平
成
23
年

度
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
事
業
計

画
及
び
予
算
」
を
議
決
。

日
程
第
4　

議
案
第
2
号　
「
決
議
」を
原

案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
5　

議
案
第
3
号　
「
監
査
制
度

の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
原
案

の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
6　

協
議
第
1

号　
「
実
行
運
動
方

法
」
を
決
定
。

日
程
第
7　

役
員
の
選

任

　
　

別
紙
の
と
お
り
選

出
。
本
会
上
甲
会
長

（
鬼
北
町
代
表
監
査

委
員
）
は
副
会
長
に

選
出
さ
れ
た
。

　

な
お
、
前
日
の
20
日

に
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、

事
務
局
長
が
出
席
。
総

会
提
出
案
件
の
事
前
協

議
を
行
っ
た
。

決　　　議
　監査委員は、地方自治体の必置機関として置かれ、定期監査、
例月出納検査はもとより、増加の一途を辿る住民監査請求等に
対応するため、日々研鑽に励み、違法、不当の指摘にとどまら
ず、指導・予防に重点を置いた監査の実施に努め、今まで以上に
行政に対する住民の期待と信頼の増進に応えなければならない。
　さらに、平成19年度決算からは、「地方公共団体の財政の健全
化に関する法律」に基づき、指標の公表が気義務付けられるな
ど、監査委員の役割と責任はますます大きくなるばかりである。
　しかしながら、町村における監査体制は、監査委員に課せられ
た義務と責任を十分に果たすには程遠い現状にあり、研修、事
務局体制の充実強化をはじめ、監査活動費の確保、監査委員報
酬の適正化等監査機能の充実強化が喫緊の課題である。
　われわれは本日、ここに「全国町村監査委員協議会第20回定期
総会」を開催し、相互の緊密な連携のもと、決意を新たに、下記
事項の早期実現に向け、組織を挙げて邁進することを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査事務局体
制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査活動費を確保し、監
査委員報酬の適正化を図る。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未組織都府県の
組織化及び全国協議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　平成23年₁月21日
	 　　全国町村監査委員協議会第20回定期総会　

監査制度の充実強化に関する要望
　地方公共団体が自ら責任ある監査を行うためには、監査委
員と監査事務局は一体のものであり、すべての規模の自治体
において住民に説明できる監査をすることができるよう体
制整備・法制化を明確にすべきである。
　よって、現行制度の維持存続に加え、監査の独立性・専門
性を強化するため、下記事項の実現を強く要望する。

記
₁　地方公共団体に係る監査は、個々の団体毎に自ら責任を
もって実施することが基本であり、そのための監査委員の
選任及び監査事務局体制の確立について　法律上明記す
ること。

₂　監査の独立性を図るため、監査委員は議会において選任
できるようにし、議員・ＯＢの選任制限を設けることなく、
幅広い人材を確保できるようにすること。

　 平成23年₁月21日
	 　　全国町村監査委員協議会第20回定期総会　

就任あいさつを述べる上甲本県会長（鬼北町）
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

久
万
高
原
町◉「冬の神秘」

　厳しい寒波に見舞われ、凍りついた面河渓谷と遅
越の滝。
　冬ならではの自然が織りなす神秘的な景色です。

◉
「
西
村
大
師
堂
し
だ
れ
桜
」

　

久
万
高
原
町
中
津
地
区
に
は
、
樹
齢
約

２
３
０
年
と
言
わ
れ
る
し
だ
れ
桜
が
あ
り

ま
す
。

　

中
津
の
人
々
は
古
く
か
ら
こ
の
桜
を
地

区
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
、
樹
皮
の
苔
掃
除

や
冬
場
の
積
雪
対

策
、
樹
木
医
に
よ
る

診
断
な
ど
た
く
さ
ん

の
愛
情
を
注
ぎ
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
を
中
心
に
開

催
さ
れ
る
「
中
津
さ

く
ら
ま
つ
り
」
も
、

今
年
で
９
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

準
備
や
バ
ザ
ー
の

出
店
、
駐
車
場
の
警

備
な
ど
は
、
す
べ
て

地
域
住
民
の
手
に
よ

る
も
の
で
、
来
ら
れ

る
お
客
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
る
工
夫
が
随
所

に
見
ら
れ
る
の
も
こ

の
ま
つ
り
の
特
徴
で

す
。

　

今
年
の
「
中
津
さ

く
ら
ま
つ
り
」
は
４

月
３
日
（
日
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
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１
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
２
０
１
１
年
年
賀
交
歓
会

▽
5
日
＝
人
権
対
策
協
議
会
平
成
23
年
年

賀
交
歓
会

▽
7
日
＝
㈶
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
平
成
22
年
度
臨
時
理
事
会

▽
11
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
都

道
府
県
会
長
会

▽
13
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

22
年
度
第
4
回
定
例
会
及
び
行
政
視
察

▽
18
日
＝
内
外
調
整
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
19
日
＝
平
成
22
年
度
第
4
回
全
員
連
絡

会
及
び
行
政
視
察

▽
20
日
＝
全
国
町
村
議
長
会
連
絡
調
整
会

議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
幹
事

会
・
役
員
会

▽
21
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

20
回
定
期
総
会

▽
24
日
＝
警
察
庁
長
官
と
の
暴
力
追
放
懇

談
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
「
平
成
22
年

度
市
町
職
員
研
修
会
」

▽
27
日
＝
全
国
自
治
協
会
評
議
員
会
、
全

国
町
村
会
常
任
理
事
会
、
㈶
全
国
自
治

協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委
員
会
、全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
理
事
会
、
全

国
町
村
会
理
事
会
、
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
総
代
会
、
全
国
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
連
合
会
、
同
定
期
総

会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
支
部
事
務
局

長
会
議
、
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

▽
28
日
＝
全
国
町
村
会
定
期
総
会

▽
30
日
＝
鬼
北
町
消
防
出
初
式

　　

借
金
・
負
担
・
享
受

　

気
象
に
つ
い
て
は
、
素
人
の
筆
子
も
本

欄
で
何
回
と
な
く
異
常
気
象
と
し
て
触
れ

て
き
た
が
、
今
冬
の
日
本
列
島
を
包
む
寒

気
は
と
り
わ
け
厳
し
い
。
昨
年
夏
季
の
猛

暑
記
録
更
新
に
対
し
、
今
、
最
低
気
温
と

雪
国
の
積
雪
量
は
各
地
で
記
録
破
り
に
あ

る
。
豪
雪
地
帯
は
大
方
が
超
高
齢
社
会
に

あ
り
、
加
え
て
そ
の
過
疎
化
し
た
限
界
集

落
は
、
雪
に
ま
で
押
し
潰
さ
れ
そ
う
だ
。

方
や
、
宮
崎
・
鹿
児
島
県
境
の
霧
島
連
峰

「
新
燃
岳
」
の
大
噴
火
は
、お
さ
ま
り
の
気

配
が
見
え
な
い
年
明
け
と
な
っ
た
。

　

兎
に
も
角
に
も
自
然
と
の
対
峙
を
宿
命

の
み
で
終
わ
ら
せ
な
い
対
処
と
共
存
を
念

じ
た
い
…
。
国
道
が
降
雪
で
埋
め
ら
れ
立

ち
往
生
の
車
列
、
沿
道
の
人
達
が
炊
き
出

し
、毛
布
等
の
配
布
、ト
イ
レ
の
便
宜
を
図

る
な
ど
救
援
行
動
は
、
積
雪
を
溶
か
す
温

か
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
寒
波
の
年

末
年
始
に
「
伊
達
直
人
」
の
心
温
ま
る
行

為
は
広
く
連
鎖
し
、
息
き
長
く
こ
れ
か
ら

も
取
り
立
て
て
話
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な

日
々
の
厚
意
と
し
て
続
い
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。
山
口
県
の
福
祉
施
設
「
下
関
大

平
学
園
」
に
は
、
昭
和
45
年
1
月
か
ら
平

成
21
年
12
月
ま
で
の
40
年
間
、「
三
太
郎
」

の
名
前
で
毎
月
お
金
と
子
供
達
あ
て
心
の

こ
も
っ
た
手
紙
が
送
ら
れ
て
来
た
。
6
月

と
12
月
は
額
が
多
く
、自
称
・
三
太
郎
氏
は

資
産
家
で
は
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
想
わ

れ
る
が
、
４
８
０
通
に
及
ぶ
手
紙
は
、
形

式
的
で
美
辞
麗
句
で
は
な
い
素
朴
な
子
供

達
の
心
を
打
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
暗
く
長

い
ト
ン
ネ
ル
内
に
あ
る
経
済
不
況
の
わ
が

国
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
深
層
に
明
か
り

が
息
衝
い
て
い
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
す
る
。

　

さ
て
、
閣
議
決
定
し
た
来
年
度
政
府
一

般
予
算
は
、
92
兆
４
，
１
１
６
億
円
。
新

規
国
債
は
44
兆
2
，
９
８
０
億
円
と
税
収

の
40
兆
9
，
２
７
０
億
円
を
上
回
り
、
借

金
残
高
は
、
先
進
国
中
ず
ば
抜
け
る
。
こ

の
借
金
は
1
秒
間
に
１
５
０
万
円
づ
つ
増

え
る
。
約
1
，
４
０
０
兆
円
の
個
人
資
産
、

約
２
０
５
兆
円
の
民
間
企
業
の
現
・
預
金

や
約
７
０
０
兆
円
の
国
家
財
産
を
有
す
る

こ
と
で
安
閑
と
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

や
は
り
大
借
金
は
尋
常
で
は
な
い
。
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
負
債
は
少
な
く
し
、
借

金
は
次
世
代
へ
残
し
た
く
な
い
も
の
で

あ
る
。
今
が
辛
抱
の
し
ど
こ
ろ
で
あ
ろ
う

が
…
、
何
事
も
理
解
と
納
得
が
な
け
れ
ば

挫
折
の
道
へ
と
な
ろ
う
。

　

日
本
は
低
い
食
糧
自
給
の
中
で
、
飽
食

に
よ
る
食
べ
残
し
量
が
年
間
７
０
０
万
ト

ン
、
金
額
に
換
算
し
て
耳
を
疑
う
約
11
兆

円
と
云
わ
れ
る
。
一
方
、
生
活
満
足
度
は

上
が
ら
ず
、
自
殺
者
も
多
い
わ
が
国
で
あ

る
。
短
絡
的
な
『
同
情
す
る
よ
り
、
金
を

く
れ
…
』
で
は
収
ま
ら
な
い
内
面
的
に
歪

み
が
あ
る
社
会
構
造
に
な
っ
て
い
る
現
代
。

“
手
当
て
を
必
要
と
し
て
有
り
難
く
感
じ

る
人
、
手
当
て
を
必
要
と
し
な
い
が
頂
く

人
”
と
居
る
。
両
者
へ
の
果
実
は
徹
底
し

た
環
境
の
整
備
充
実
と
思
う
。

　

一
段
と
財
政
厳
し
い
時
代
、“
負
担
と
享

受
の
図
式
”は
簡
単
に
描
く
も
の
で
は
な
い
。

	

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

「
借
金
と
負
債
に
依
存
し
て
い
る

　

家
庭
生
活
に
は
、
如
何
な
る
自
由
も

　
　
　
　
　
　
　

正
義
も
あ
り
得
な
い
」

　
（
イ
プ
セ
ン　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
作
家
）

一

筆

編
集
後
記

　

今
年
の
冬
は
殊
の
ほ
か
厳
し
い
で
す
ね
。

夏
の
猛
暑
が
嘘
の
よ
う
で
す
。

　

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
久
万
高
原
町
で
は

60
セ
ン
チ
の
積
雪
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
、
風
邪
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

こ
の
会
報
の
編
集
に
携
わ
り
、
も
う
す

ぐ
２
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
各
町
役

場
の
担
当
者
様
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の

温
か
い
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
ど
う
に

か
発
行
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

紙
面
を
借
り
て
、
こ
の
機
会
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

地
方
自
治
を
め
ぐ
る
動
き
が
活
発
化
し

て
お
り
、
い
ま
地
方
自
治
法
の
改
正
の
流

れ
に
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な

る
の
か
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
町
行
政
に

影
響
が
出
る
で
し
ょ
う
。

　

我
々
町
村
会
・
議
長
会
は
、
各
町
の
お

役
に
た
て
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
お
気
づ
き
の
点
や
要
望
事
項

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
以
外

の
困
り
事
や
調
べ
た
い
こ
と
な
ど
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

本
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


